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羽田空港のいま
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航空と私たちの暮らしは、どのように関わっているのでしょうか。質問

● 昨今のグローバル化した世界において、航空は私たちの暮らしには欠かせ

ない存在となっています。

航空は、国内外でのビジネス活動、観光客の往来、大切な友人との交流、家族とのつな
がりなどを陰ながら支えています。その中で、新たな人の出会いや体験を生み出してい
ます。

日常生活においても、食卓に並ぶ野菜や魚介、またスマートフォンなどの精密機器など、
航空により運ばれているものが生活にたくさん溶け込んでいます。

羽田空港のいま
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地方と首都圏、そして世界をつなぐ大切な役割を果たしています。

羽田空港のいま

羽田空港の役割について教えてください。質問

● 日本の経済・社会を支えてきた羽田空港。地方と首都圏、そして世界を

つなぐ大切な役割を果たしています。

● 人口減少時代を迎えた日本で、これからも日本の成長を支える空港であ

るためには、羽田空港をさらに世界に開くことが必要と考えています。

羽田空港は4本の滑走路と3カ所の
旅客ターミナル（国内2、国際1）
があります。

また、都心からの距離は、わずか
15kmとアクセスも便利です。

国内外に豊富な路線を有する羽田空港。首都圏と世界をつなぐだけでなく、羽田空港を
通じて地方と世界もつないでいます。
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羽田空港は日本の成長、地域の発展を支えてきました。

羽田空港のいま

旅客ターミナルや滑走路の整備により、日本の経済・社会を支えてきた羽田空港。
日本の成長、地域の発展に併せて、羽田空港も進化してきました。

1964年（旧Ｃ滑走路完成） 1971年（旧B滑走路延伸） 1988年（現A滑走路完成）

1997年（現C滑走路完成） 2000年（現B滑走路完成） 2010年（D滑走路完成）
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羽田空港のいま

2010年（平成22年）に4本目の滑走路の整備により増便が可能となり、
国際定期便が再び就航した羽田空港。
日本の成長、地域の発展に、より大事な役割を果たすようになりました。

「都心から近く」、「24時間オープンしている」という強みを生かし、ビジネスや観光
をよりしやすい環境にしています。

さらに、外国企業の拠点や海外ビジネスを呼び込んでいきます。

104324 247 173 57 42 41 28 222
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※調査対象は、日本に進出しており、かつ、外国投資家が株式または持分の３分の１超を所有している等の条件を満たす企業。
(出典)第52回外資系企業の動向（第52回 平成30年外資系企業動向調査（平成29年度実績）」をもとに国土交通省作成



羽田空港のいま

世界的に見てもアジアの航空需要が大幅に増加するなかで、将来想定される国際線の需
要増に対応するためにも、成田空港とともに羽田空港のさらなる国際化のための方策を
早急に考える必要があります。

羽田空港の現状について教えてください。質問

● 羽田空港は、深夜・早朝の時間帯を除き、現在、フル稼働の状況です。

● 人口減少時代を迎えた日本で、これからも日本の成長を支える空港であ
るためには、羽田空港をさらに世界に開くことが必要と考えています。

羽田空港は、深夜・早朝の時間帯を除いて現在フル稼働しており、国際線の需要が集中
する時間帯において、これ以上国際線を増やすことができません。

多くの航空機で混雑する羽田空港
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羽田空港のいま

日本の経済・社会にとって必要不可欠な羽田空港。
これからも日本の成長を支えるため、さらに世界に開くことが必要です。

人口減少社会を迎えた日本で、私たちがこれからも豊かな生活を実現していくためには、
羽田空港の国際線の増便が欠かせません。

これからも、日本の成長を支える空港です
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